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令和４年度男女共同参画事業の実施状況について 

 

(1)各種研修会等の開催結果について   

＜女性の再就職支援セミナー＞ ～子育てママの再就職応援セミナー～ 

 子育て等を理由に離職し、再就職を希望する女性を対象にした、３回連続講座 

講師：石倉 和美さん（滋賀マザーズジョブステーション キャリアカウンセラー） 

開催日時 
内  容 

（講義およびグループディスカッション） 
参加者 

12月８日（木） 

10時 00分～ 

11時 30分 

会場：図書館 

多目的室 

「人生 100 年時代に必要なスキル！仕事にも使

えるオンラインアプリ ZOOMのススメ」 

～「ZOOM」って聞いたことはあるけど、毎日忙しいから先送

り・・・という方！みんなで会場に集まって一緒に無料アプ

リ ZOOMの使い方レッスンをしましょう！～ 

７人 

12月 12日（月） 

10時 00分～ 

11時 30分 

Zoom オンライン 

「わたしを彩る「はたらくのたね」のヒントを見

つけよう！」 

～参加者同士で書いたことを話したりしながら、わたしは、

どんな仕事で活かせるのか？フルタイムやパートという選

択肢ももちろんの事、スモールビジネスにも繋がるヒント

を見つけましょう！～ 

８人 

12月 19日（月） 

10時 00分～ 

  11時 30分 

Zoom オンライン 

「不安をできるに変える！我が家らしい両立の

コツを見つけよう！」 

～育てる×家事だけでも忙しいのに、仕事できるのかな？

そんな不安を我が家らしくを大切にしながら「できる！」に

変えるヒントを見つけましょう！～ 

11人 

 

会場開催とオンライン開催に分けて実施。第１回目は会場開催で、オンラインアプリ

Zoomの使い方講座を実施し、第２回目、第３回目は、その Zoomを使用してのオンライン

研修とした。 

  第１回目では、Zoomの便利な機能や使用の留意点等、上手く使いこなせる知識が習得 

でき、２、３回目のオンライン研修では、参加者のほとんどがスムーズに Zoomを活用さ

れていた。 

  コロナをきっかけに、在宅ワークなど新しい働き方についての関心が高かった。また、

仕事と子育ての両立についての悩みや自分の持ち味を生かしてどんな働き方が可能か、

理想とするのか等について、活発にグループディスカッションが行われた。多くの参加者

が１年以内に働き始めたいと考えている就労意思のある方々であり、求職者の動きに合

わせて、活動が活発である秋ごろまでにセミナーを開催することで、参加者をもっと増や

していきたい。 
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＜地域研修会 ―守山学区―＞ 

 開催日   令和４年 12月 12日（日）午後１時 30分から午後３時まで 

 演 題  「プロに習う掃除のコツとポイント」 

 講 師   株式会社ダスキン湖南 一井 みどり さん 

内 容   女性が家事を担う世帯が多い中、生活している人みんなが取り組むこと 

を主眼に、生活の基本である掃除という視点から、男女共同参画社会づ 

くりについて考える 

参加者数   ４１人 

 

＜地域研修会 ―吉身学区―＞ 

開催日   令和４年 11月 19日（土）午前 10時から 11時 30分まで 

 演 題  「みんなでつくる 男女共同参画社会！～私の中の当たり前～」 

 講 師   清水 佐代子 さん 

 出席者数  １４人 

 

＜地域研修会 ―小津学区―＞ 

 開催日   令和５年１月 22日（日）午前 10時から午前 11時 30分まで   

 演 題  「防災・減災について」 

       ～私の防災手帳を作ってみよう～ 

 講 師   押栗 泰代 さん 

 内 容   数年前に起こった大津での暴風警報・避難指示が出た時の避難所の様子

や、避難者の心境、支援物資が届くまでに必要なものなど、実体験に基

に、女性目線で考える防災について 

 出席者数  ２５人  
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＜地域研修会 ―玉津学区＞ 

 開催日   令和４年 12月 10日（土）午前 10時から午前 11時 30分まで 

 演 題   「男女共同参画 まだまだ△（さんかく）」 

 講 師   お笑い福祉士 社福亭モーリー さん 

 内 容   腹話術を織り交ぜながら、身近に感じる男女共同参画について講演 

出席者数  ３４人 

 

                     

＜地域研修会 ―河西学区―＞ 

 開催日   令和５年２月 25日（土）午前１0時から午前 11時まで 

 演 題  「男女が生き生きと輝く自治会」 

 講 師   西尾 由利子 さん 

 参加者数  ２２人 

 

 

＜地域研修会 ―速野学区―＞ 

 開催日  令和４年 11月 13日（日）午後 1時 30分から午後２時 30分まで 

 演 題  朗読劇「桃子の鬼たいじ」「さるかに合戦」 

 講 師  朗読劇グループ「は～とふるハート」の皆さん 

 内 容  男女共同参画をテーマにした朗読劇   

 参加者  ２２人 

 

 

＜地域研修会 ―中洲学区―＞ 

 開催日  令和５年１月 29日（日）午後 1時 30分から午後３時まで 

 演 題  「男女共同参画 まだまだ△（さんかく）」 

 講 師   お笑い福祉士 社福亭モーリー さん 

 内 容   腹話術を織り交ぜながら、身近に感じる男女共同参画について講演 

参加者     ２８人 

 

 

 

＜男女共同参画講演会＞ 

 開催日  令和４年 12月 20日（火）午後２時から午後４時まで 

 演 題  「あなたの身近にもいるＬＧＢＴＱ＋ 

 〜男女やＬＧＢＴだけじゃない！性のあり方は十人十色〜」 

 講 師  井上 鈴佳 さん 

 内 容  レズビアンの元保健室の先生が、自身の経験や身近に存在する LGBTQに 

ついてわかりやすく講演 

参加者数 ２７人 
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＜子育てパパ向け家事・育児応援講座 ～マジックパパの親子で楽しむふしぎあそび～＞ 

 開催日 令和５年２月 19日（日） 

     第１回 10：30～11：30 参加者 22組  67人 

     第２回 13：00～14：00 参加者 20組  51人 

          第３回 14：45～16：00 参加者 19組  64人 

 内 容 第１回 「こどもの生きる力をのばす親子のワイルドあそび」 

     第２回 「親子の時間を宝にする絵本あそび」 

     第３回 「親子のコミュニケーションマジック」 

     「親子で楽しむふしぎ」を通して、子育ての面白さやコツ、家事・育児に参 

画する重要性についての講演会。実践と理論を織り交ぜながら、身近な物を

使って分かりやすく色々な遊びやマジックを紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果概要： 

 ・参加者の７割以上が講座の内容に「とても良かった」の回答であった。 

 ・「家族内の家事育児の分担に、どの程度満足しているか」については、「満足して 

いる」・「まあまあ満足している」割合を合計すると 82％になり、参加者の８割以上

の方が満足している状況にあった。 

 ・「今のあなたはワーク・ライフ・バランスが取れるように意識しているか」につい 

ては、「バランスが取れている」割合が 71％、「バランスが取れていない」割合が

29％であり、全回答においてワーク・ライフ・バランスについて意識しており、「バ
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ランスが取れている」割合が「バランスが取れていない」割合を上回った。 

 ・性別で見ると、男性より女性の方が「バランスが取れている」と感じている割合が

高く、男性は約６割に対して、女性は８割が「バランスが取れている」という回答

であった。 

 

 

 



 (2)女性・男性の悩み相談について

＜令和4年度　相談件数と内容＞

件数 内　容 件数 内　容

４月 １件 家族全般（経済面など日頃の不安） ０件

５月 ０件 １件 家族・職場関係

(家族との過ごし方、職場での疎外感）

６月 ２件 夫婦関係（離婚） １件

子ども（長男の離婚）

７月 ０件 0件

８月 ０件 １件 夫婦関係（離婚）

９月 １件 夫婦関係（離婚） １件 夫婦関係・その他の家族

（妻・義父母との関係）

10月 １件 夫婦関係（夫への不満） ０件

11月 １件 近所との人間関係 ２件 職場関係（同僚との関係）

不来所１件

12月 ０件 ０件

１月 ２件 子ども（元夫との関係） ０件

不来所１件

2月 ２件 子ども １件 家族全般

家族全般

家族全般　　　　２件 家族・職場　　　　　 ４件

夫婦関係　　　　３件 夫婦・その他の家族　　　２件

子ども　　　　　　３件 不来所　　　　　　 　１件

近所との関係   １件

不来所          　１件

合計 10件 ７件

男　性女　性
月

家族全般（離婚）

補足説明（女性・男性の悩み相談について）

昨年度まではコロナを機に、夫婦関係での女性の悩み相談が増加傾向でしたが、本年度は

そのような傾向はなく、相談件数も減少しました。

男性の悩み相談は、昨年より増加しており、家族や夫婦関係、職場での対人関係についての

悩みが主でした。

相談実績のなかった月も含めて、申込はあったものの、直前にキャンセルが４件（女性の悩

み相談２件・男性の悩み相談２件）ありました。

「女性・男性の悩み相談」周知のため、令和４年度11月１日号広報で、相談員の紹介を掲載し、

周知を図りました。
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